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採決中のイメージ画像



会計名【議案番号】 決算額 差引額

一般会計【第15号】 歳入
歳出

245億9264万円
233億2977万円 12億6287万円

特別会計

国民健康保険
【第16号】

事業勘定 歳入
歳出

64億9680万円
64億7192万円 2488万円

直営診療
施設勘定

歳入
歳出

7292万円
6221万円 1071万円

後期高齢者医療【第17号】 歳入
歳出

6億9473万円
6億9312万円 161万円

介護保険【第18号】 歳入
歳出

50億9164万円
50億2259万円 6905万円

地方独立行政法人さんむ
医療センター公債管理【第19号】

歳入
歳出

17億7297万円
17億7297万円 0円

農業集落排水事業【第20号】 歳入
歳出

2億8154万円
2億7063万円 1091万円

公営企業
会　　計 水道事業【第21号】

収益的収入
収益的支出
資本的収入
資本的支出

3億4662万円
3億3653万円

607万円
2億1491万円

執行部の説明

決算の要旨は、広報さんむ２月号（14～15ページ）をご覧ください。

委員長報告

　委 員 長　萩原　善和
　副委員長　深沢　　誠
　委　　員　並木　幹男、小川　一馬、
　　　　　　櫻田　基介、杉山　　清、
　　　　　　今川　和弘

広報さんむ 〉〉〉

■令和５年度決算の概要

決算審査特別委員会審査報告

令和5年度会計決算を集中審議
　令和６年第３回定例会において、委員会が設置され、閉会中の継続審査とされていた「令和５年度各会計歳入
歳出決算」を審査するため、10月２日・３日の２日間にわたり、決算審査特別委員会を開催しました。
　委員会では、適正に予算が執行されているかなどを確認しながら、慎重審議した結果、付託された議案７件は
すべて原案のとおり認定すべきもの（議案第15号～第 18号は賛成多数、議案第19号～第 21号は全員賛成）
と決しました。

■決算審査特別委員会
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 こども園施設整備事業（民生費） 

当該事業で実施した修繕の内容は。

大規模工事として、なんごうこども園・お
おひらこども園のトイレ改修を行いました。

そのほか、なるとうこども園の０歳児教室等の照
明器具設置、しらはたこども園の０・１歳児教室
の畳交換、なんごうこども園のプール用シャワー
の修繕、まつおこども園の３歳児教室の窓ガラス
修繕、おおひらこども園の門扉の塗装修繕等を実
施しており、令和５年度に行った修繕・工事の総
数は113件です。

A
Q

 エコノミックガーデニング推進事業（商工費） 
予算額約263万円に対し、予算執行率が
76％、約60万円の不用額が生じた理由は。
当該事業で補助金を助成している「さんむ
エコノミックガーデニング推進協議会」で

計画していた視察研修が降雪により中止となった
ことが、主な要因です。
　また、日頃の活動でも、会員の皆さまが創意工
夫のもと経費の節減を心がけて活動していること
が支出抑制につながったものと考えます。

A
Q

 経営所得安定対策推進事業（農林水産業費） 
決算状況の財源内訳において、「県費」の財
源が前年度よりも減額となった理由は。
主食用米から飼料用米への、いわゆる転作
に取り組む農業者へ補助金を助成してお

り、そのうちの県単独で実施する補助金の交付対
象作付け面積が減少したことが、主な要因です。

A
Q

 さんぶの森公園グリーンタワー外壁等改修事業（教育費） 
予算執行した施設整備工事費308万円の
概要および今後の維持管理計画は。
タワー設置の外階段や手すり等のサビによ
る飛散対策のため、タワー周りへの仮囲い

の設置工事費用として支出したものです。
　現在、グリーンタワーを防災行政無線の中継基
地として活用していることから、その移転等まで
の間は、必要最低限の補修をしていきます。

A
Q

議　案
第15号 認定 令和５年度山武市一般会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第16号 認定 令和５年度山武市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第17号 認定 令和５年度山武市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第18号 認定 令和５年度山武市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

議　案
第19号 認定 令和５年度山武市地方独立行政法人さんむ医療センター公債管理特別会計歳入歳出決算

の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第20号 認定 令和５年度山武市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第21号 認定 令和５年度山武市水道事業会計決算の認定について ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和５年度令和５年度
各会計決算議案の審議結果各会計決算議案の審議結果
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　令和６年第４回定例会の最終日（12月11日）、決算審査特
別委員会委員長からの審査報告の後、質疑・討論を経て、採
決が行われた結果、それぞれ原案のとおり認定されました。

認
定

【○】賛成 ・【×】反対・【－】北田守議長は採決に加わりません

 宅地耐震化推進事業（土木費） 
市内の大規模盛土造成地２か所のボーリン
グ調査等が実施されたとのことですが、そ
の対象地区は。
市内７か所を令和５年度から３か年で調査
を行っていくことを計画しており、令和５

年度は埴谷地区２か所の調査が完了しました。
　令和６年度は木原地区・大木地区の２か所を、
令和７年度は木原地区・美杉野１丁目地区・富士
見台地区の３か所を予定しています。

A

Q

 国民健康保険財政調整基金 
年度末現在高が約6億6104万円まで減少
（前年度は約8億7546万円）しています
が、今後の基金の運用は。
将来的に保険料水準が県下統一されること
が決定しており、県内でも低い水準である

山武市の国保税は、今後、引き上げざるを得ない
状況が予想されますが、国保税の急激な上昇を避
けるため、基金を活用しながら段階的に税率を調
整していきたいと考えます。
　引き続き、決算剰余金の状況に応じて積立てを
行い、基金残高に不足が生じる場合には、一般会
計からの支援を想定しています。

A
Q

質 疑 要 約
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諮　問
第 1号

適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦するため、議会の意見を求めるもの
並木　友吉　氏　（椎崎）

適任と認める

諮　問
第 2号

適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦するため、議会の意見を求めるもの
太田　晴夫　氏　（松尾町蕪木）

適任と認める

諮　問
第 3号

適任と
認める

人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
人権擁護委員の候補者として法務大臣に推薦するため、議会の意見を求めるもの
土屋　淳子　氏　（松尾町八田）

適任と認める

議　案
第 1号 承認

専決処分の承認を求めることについて（令和６年度山武市一般会計補正予算（第４号））
令和6年10月執行の衆議院議員総選挙事務にかかる予算について専決処分したため、
議会の承認を求めるもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 2号 可決

山武市学校教育振興基金条例の制定について
高額な経費を必要とする学校教育の振興を図るために行う事業（一人一台端末や校務支
援システムの更新等）の財源に充てるための新たな基金を設置することから、条例を制
定するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 3号 可決

山武市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例の制定について
子ども・子育て支援法等の一部を改正する法律による児童手当法の一部改正に伴い、条
例の一部を改正するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 4号 可決

山武市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について
市議会議員の期末手当について、一般職職員の期末・勤勉手当の年間支給月数の改定と
合わせるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 5号 可決

山武市特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定について
特別職職員の期末手当について、一般職職員の期末・勤勉手当の年間支給月数の改定と
合わせるため、条例の一部を改正するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 6号 可決

山武市職員の給与に関する条例及び山武市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の
一部を改正する条例の制定について
令和６年度の人事院勧告および千葉県人事委員会勧告に鑑み、一般職職員の給料月額の
引上げ等について、関係条例の一部を改正するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 7号 可決

山武市立幼保連携型認定こども園条例の一部を改正する条例の制定について
これまで保育所型認定こども園としていたおおひらこども園を含め、すべての市立こど
も園を幼保連携型認定こども園とすることに伴い、条例の一部を改正するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 8号 可決

山武市さんぶの森中央会館等条例の一部を改正する条例の制定について
山武地域包括支援センターの相談体制の充実と業務拡大により、さんぶの森中央会館の
小研修室へ移転することに伴い、条例の一部を改正するもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第 9号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市自転車等駐車場）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議会の議決を求
めるもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第10号 可決

公の施設に係る指定管理者の指定について（山武市さんぶの森元気館）
地方自治法に規定する公の施設の指定管理者を指定することについて、議会の議決を求
めるもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第11号 可決 市道路線の廃止について

豊岡54号線の廃止について、道路法の規定により、議会の議決を求めるもの ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第12号 可決

市道路線の認定について
豊岡312号線および豊岡313号線の認定について、道路法の規定により、議会の議決
を求めるもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第13号 可決

財産の取得について
学校給食センターに必要な給食備品等を購入するにあたり、地方自治法等の規定により、
議会の議決を求めるもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第14号 可決

千葉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び千葉県市町村総合事
務組合規約の変更に関する協議について
当該事務組合を組織する一部の団体の解散に伴う関係規定の変更について、関係地方公
共団体と協議するにあたり、地方自治法の規定により、議会の議決を求めるもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第15号 可決

令和６年度山武市一般会計補正予算（第５号）
既定の歳入歳出予算額に8億5764万1000円を追加し、歳入歳出予算総額を276億
8618万5000円にするもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第16号 可決

令和６年度山武市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
事業勘定は既定の歳入歳出予算額に4047万円を追加し、歳入歳出予算総額を64億
2649万6000円に、直営診療施設勘定は既定の歳入歳出予算額に577万3000円を追
加し、歳入歳出予算総額を7994万7000円にするもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第17号 可決

令和６年度山武市介護保険特別会計補正予算（第２号）
既定の歳入歳出予算額に343万3000円を追加し、歳入歳出予算総額を53億1586万
7000円にするもの

○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案
第18号 可決 令和６年度山武市水道事業会計補正予算（第２号）

令和7年度予算の委託業務を令和6年度に入札執行するため、債務負担行為を設定するもの ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報　告
第 1号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

報告のみ（採決なし）
報　告
第 2号 報告 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解について）

陳　情
第 5号 採択 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情書 ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【○】賛成 ・【×】反対・【－】北田守議長は採決に加わりません

令和６年第４回定例会　審議結果一覧令和６年第４回定例会　審議結果一覧 会 

派 

等

新

政

会

誠

和

会

公

明

党

Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｕ

知

新

日
本
共
産
党

議 

員 

名

櫻
田
基
介

小
川
善
郎

北
田　

守

渡
邊　

聰

杉
山　

清

鈴
木
健
太
郎

石
川
和
久

萩
原
善
和

小
山
和
典

渡
邉
健
一

今
川
和
弘

深
沢　

誠

市
川
陽
子

長
谷
部
竜
作

池
田
久
和

小
川
一
馬

玉
置
美
津
恵

並
木
幹
男

　第４回定例会が、11月20日から12月11日まで22日間の会期で開かれました。
　市長から諮問３件、議案18件および報告２件の提出があり、採決の結果、
それぞれ原案のとおり承認・可決されました。
　また、陳情１件は採択されました。
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常任委員会審査報告常任委員会審査報告 　市議会には、総務・文教厚生・経済建設の３つ
の常任委員会が設置されており、本会議で審査
を付託された議案等について、それぞれ専門的に
審査を行い、採決した結果を本会議に報告します。

委員会 審議結果 主な質疑・審査要約

総　　　務
常任委員会
（12月3日開催）

【原案可決】
議案第3号
議案第4号
議案第5号
議案第6号
議案第9号
議案第14号
議案第15号の一部
議案第16号の一部

【採　択】
陳情第5号

防災施設維持管理事業について（議案第15号）
問 篤志家からの寄附を活用して防災業務用貨物自動車を購入す
るための予算補正とのことだが、購入予定車両の仕様は。
答 災害時の用途であるため、荷台部分は箱型のアルミバンとし、
雨天の際の運搬・運行も可能となる仕様を計画しています。
　また、誰にでも扱いが可能となるよう、普通免許で運転できる積
載量かつオートマチック型の車両とする予定です。

■政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情（陳情第5号）
　山武市における実態を把握するため、まずは、職員アンケート等
を実施した方がいいと考える。

文 教 厚 生
常任委員会
（12月4日開催）

【原案可決】
議案第2号
議案第7号
議案第8号
議案第10号
議案第13号
議案第15号の一部
議案第16号の一部
議案第17号

学校教育振興基金条例の制定について（議案第２号）
問 教育関係の基金として、すでに設置されている『教育施設等
整備基金』での運用ではなく、新たな基金を設置する理由は。
答 『教育施設等整備基金』は、主に教育関連施設や設備にかか
る整備、いわゆるハード面の事業への財源充当を想定しており、『学
校教育振興基金』は、児童生徒が使用する一人一台端末や、それに
付随するアプリケーションの更新等、学校教育の振興、いわゆるソ
フト面の事業への財源充当を設置目的としています。

さんぶの森元気館の指定管理者の指定について（議案第10号）
問 当該指定期間の３年間で、施設の今後のあり方を検討すると
のことだが、検討のうえ、いずれかの結論を出すとの認識でよいか。
答 そのように考えています。

経 済 建 設
常任委員会
（12月5日開催）

【原案可決】
議案第11号
議案第12号
議案第15号の一部
議案第18号

道路維持補修事業について（議案第15号）
問 機械借上料から道路管理委託料へ420万円の予算を組み替
えとする補正理由は。
答 道路管理委託料は、道路脇の除草や側溝清掃等、各地域から
の要望増加や労務単価上昇により予算に不足が生じたため、増額補
正を要求するものです。
　減額補正する機械借上料は、地域住民等による清掃活動用の機械
貸し出し件数が減少していることや、市が実施する建設工事での機
械借り上げ（単価契約）を廃止したこと等から、執行残が見込まれ
るため、組み替えを行うものです。

水道事業会計補正予算について（議案第18号）
問 債務負担行為補正とする『山武浄水場水道水水質検査業務』
の検査項目には、今、全国的にも問題となっているPFOSに関する
検査は含まれているのか。
答 検査項目に含まれており、水質検査は年４回実施する予定で
す。
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市
政
を
問
う
！

　一般質問とは、議員が、市の
事務の執行状況や将来の方針な
どについての報告や説明を市長
などに求め、市が適切な市政運
営を進めているか、チェックす
るものです。
　山武市議会では、議員は年４
回の定例会で一般質問すること
ができ、質問の範囲は、市の行
財政全般のほか、地域の住民生
活に密接している事項など、多
岐にわたります。
　なお、議会だよりの一般質問
に関するページは、質問した議
員が自ら原稿を作成し、掲載し
ています。
※ 今回の12月定例会の会議録
は、図書館またはインター
ネットでご覧いただけます。
（３月下旬発行予定）

より気軽に視聴することがで
きるよう、一般質問の掲載ペー
ジに、録画映像が視聴できる 
ＱＲコードを添付しています。

スマートフォン 
やタブレットで
ご覧ください。

議会中継へ簡単アクセス

①過疎指定を受けて
②成田空港について

①小松地先市有地について
②公共施設の統廃合について
③ふるさと納税について
④学校給食について

①さんむ医療センター救急対応について
②防災について

①小中学校の統廃合について
②消防防災について
③高齢者支援について

①地域振興構想について
②小松地先市有地残土問題について
③日向の森について

①小松地先市有地残土問題について
②豪雨対策について
③空き家対策について

①不登校への対応について
②観光客受入環境整備について

①マイナンバーカードについて
②中小企業利子補給事業について

①成田空港の更なる機能強化に向けた地域振興について
②墓地埋葬等に関する条例について
③市の河川管理について

①市内鉄道各駅にかかる整備について
②感染症対策について

①令和６年度の財政運営について
②住民サービスや庁内業務へのＡＩ利活用状況について
③小中学生への交通ルールの周知について
④地区の公民館・コミュニティセンターの運用について

①まちづくりについて

①有機農業推進対策について
②木質バイオマス燃料利用促進対策について
③公共交通活性化対策について
④地域活性化対策について
⑤衆議院議員総選挙投開票事務について

①防災・減災対策について
②マイナンバーカードについて
③がん対策について

①教育行政について
②環境問題について
③医療施策について
④マイナンバーカードについて

※上記には「一般質問通告書」の内容を記載しています。

12月定例会 一 般 質 問

　個人質問
SAMMU知新 小

お

川
が わ

　一
かず

馬
まp9

個人質問
誠和会 渡

わた な べ

邉　健
けん い ち

一
p8

個人質問
新政会 櫻

さくら

田
だ

　基
もと

介
す けp10

個人質問
新政会 渡

わた な べ

邊　　聰
さとしp11

個人質問
新政会 杉

すぎ や ま

山　　清
きよしp11

個人質問
新政会 鈴

すず

木
き

健
け ん

太
た

郎
ろ うp12

個人質問
SAMMU知新 池

い け

田
だ

　久
ひさ か ず

和
p10

個人質問
誠和会 今

いま が わ

川　和
かず ひ ろ

弘
p8

個人質問
公明党 長

は せ べ

谷部竜
りゅうさく

作
p12

個人質問
公明党 深

ふか ざ わ

沢　　誠
まことp13

個人質問
公明党 市

いち

川
か わ

　陽
よう

子
こp13

　個人質問
日本共産党 並

なみ

木
き

　幹
みき

男
おp14

個人質問
誠和会 小

こ

山
や ま

　和
かず

典
の りp7

個人質問
誠和会 萩

はぎ わ ら

原　善
よし か ず

和
p7

個人質問
SAMMU知新 玉

た ま

置
お き

美
み

津
つ

恵
えp9
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個
人
質
問

誠和会 誠和会 萩萩
はぎわらはぎわら

原原  善善
よしかずよしかず

和和 議員 議員

誠和会 誠和会 小小
ここ

山山
やまやま

  和和
かずかず

典典
のりのり

 議員 議員

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の
再
構
築

松
尾
に
ぎ
わ
い
処
の
再
構
築

問 

　

洗
心
館
の
う
ち「
に
ぎ
わ
い
処
」の

利
活
用
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が

さ
れ
つ
つ
も
、
月
日
ば
か
り
が
経
過
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
当
初
の
設
置
目
的
と
し
た

賑
わ
い
創
出
と
し
て
で
は
な
く
、
松
尾
出
張

所
移
転
を
含
め
、
市
が
直
面
す
る
施
設
の
老

朽
化
に
伴
う
公
共
施
設
の
再
配
置
に
役
立
て

る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

に
ぎ
わ
い
処
を
行
政
機
能

施
設
と
す
る
こ
と
で
、
現
在
、
市
が
抱
え
て
い

る
施
設
再
配
置
等
の
課
題
が
解
決
に
向
け
て

大
き
く
前
進
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
経
緯
や
、
市
全
体
お
よ

び
松
尾
地
域
に
特
化
し
た
考
え
方
を
、
い
ま

一
度
整
理
し
た
う
え
で
結
論
を
出
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

松
尾
駅
周
辺
未
利
用
地
の
利
活
用

松
尾
駅
周
辺
未
利
用
地
の
利
活
用

問 

　

Ｊ
Ｒ
松
尾
駅
前
駐
車
場
跡
地
お
よ

び
国
道
１
２
６
号
北
側
に
位
置
す
る
保
健
所

跡
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

駅
前
駐
車
場
は
、

令
和
５
年
度
末
の
廃
止
以
降
、
民
間
企
業
で

の
利
活
用
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
の
手
法
に
よ
り
、
広

く
話
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
現
段
階
で
は
、
具

体
的
な
提
案
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
引

き
続
き
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

保
健
所
跡
地
は
、
普

通
財
産
と
し
て
管
理
し
て
い
ま
す
。
地
域
住

民
等
か
ら
利
用
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
短
期
間
の
貸
付
け
を
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
も
行
政
目
的
で
の
利
用
が
見
込
め
な
い
場

合
は
売
却
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
き
ま
す
。

航
空
機
騒
音
に
よ
る
防
音
対
策
事
業

航
空
機
騒
音
に
よ
る
防
音
対
策
事
業

問 

　

令
和
２
年
４
月
、
い
わ
ゆ
る
騒
防

法
で
規
定
す
る
第
一
種
区
域
が
拡
大
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
空
港
会
社
が
実
施
す
る
防
音

工
事
費
用
助
成
の
対
象
件
数
が
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
設
計
会
社
の
不
足
等

に
よ
り
、
工
事
着
手
ま
で
に
時
間
を
要
し
て

い
る
案
件
が
見
受
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
の
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

空
港
会
社
に
確

認
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
６
年
５
月
か
ら
、
同

一
会
社
に
よ
る
設
計
監
理
と
工
事
施
工
を
可

能
と
変
更
し
た
ほ
か
、
事
務
手
続
き
の
簡
素

化（
印
鑑
証
明
書
の
添
付
不
要
、
図
面
・
積
算

等
の
提
出
書
類
の
削
減
等
）な
ど
業
務
効
率

化
し
、
対
応
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

防
音
工
事
早
期
化
に
向
け
、
市
と
し
て
も

連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

小
松
地
先
市
有
地
に
つ
い
て

小
松
地
先
市
有
地
に
つ
い
て

問 

　

残
土
問
題
に
か
か
る
調
査
の
進
捗

状
況
お
よ
び
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

土
砂
発
生
元
事

業
者
か
ら
23
か
所
中
19
か
所
の
関
係
書
類
が

提
出
さ
れ
た
結
果
、
搬
入
さ
れ
た
土
砂
は
発

生
元
で
土
壌
改
良
さ
れ
た
土
砂
が
混
在
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
汚
泥
と
し

て
搬
出
さ
れ
た
も
の
は
産
業
廃
棄
物
と
し
て

適
正
に
処
理
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
、

小
松
地
先
へ
の
搬
入
は
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
計
画
等
に
つ
い
て
は
、
土
砂
の
処

分
や
保
安
林
に
配
慮
し
た
跡
地
活
用
を
検
討

し
、
早
期
の
調
査
完
了
に
努
め
ま
す
。

問 

　

現
在
の
管
理
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

建
設
環
境
部
長　

住
環
境
の
安
全

の
た
め
実
施
し
て
い
る
草
刈
り
、
測
量
、
水

質
調
査
、
排
水
対
策
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置

は
完
了
し
て
お
り
、
土
壌
調
査
は
現
在
執
行

中
で
す
。
飛
散
防
止
対
策
は
、
令
和
５
年
度

の
防
止
剤
散
布
後
は
大
量
に
飛
散
し
て
い
る

と
の
情
報
が
な
く
、
令
和
６
年
度
は
実
施
見

送
り
と
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
統
廃
合
に
つ
い
て

問 

　

集
約
化
や
統
廃
合
に
向
け
た
具
体

的
な
方
針
に
つ
い
て
、
ま
た
市
民
等
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
機
会
は
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

市
民
文
化
系
施
設
と

し
て
、
成
東
中
央
公
民
館
、
さ
ん
ぶ
の
森
中

央
会
館
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
３
施

設
は
複
合
化
・
集
約
化
、
の
ぎ
く
プ
ラ
ザ
と

さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
の
２
施
設
は
集
約

化
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

と
し
て
、
松
尾
運
動
公
園
と
白
幡
体
育
館
は

建
て
替
え
時
期
に
集
約
化
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
針
を
踏
ま
え
、
市
民

等
の
意
見
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
外
部

評
価
委
員
会
に
諮
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

問 

　

適
正
配
置
を
推
進
し
た
結
果
、
将

来
的
に
維
持
管
理
費
は
ど
の
程
度
削
減
で
き

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

市
が
保
有
す
る
建
築

物
系
公
共
施
設
に
対
し
て
長
寿
命
化
対
策
を

実
施
し
た
場
合
、40
年
間
で
３
９
９
億
円（
年

平
均
約
９
億
９
０
０
０
万
円
）の
削
減
効
果

が
試
算
さ
れ
て
お
り
、
適
正
配
置
に
よ
り
、

さ
ら
に
削
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
ふ
る
さ
と
さ
ん
む
応
援

寄
附
金
の
受
入
・
活
用
状
況
▼
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

給
食
推
進
事
業
の
実
施
へ
向
け
た
寄
附
金
の

活
用
▼
学
校
給
食
等
へ
の
地
場
産
物
の
活
用
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個
人
質
問

誠和会 誠和会 渡渡
わたわた

邉邉
なべなべ

  健健
けんけん

一一
いちいち

 議員 議員

誠和会 誠和会 今今
いまいま

川川
がわがわ

  和和
かずかず

弘弘
ひろひろ

 議員 議員

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
対
応

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
救
急
対
応

問 

　

救
急
車
を
要
請
し
て
も
、
受
け
入

れ
先
の
医
療
機
関
が
見
つ
か
ら
ず
に
搬
送
で

き
な
い
事
例
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
搬
送
先

を
指
名
す
る
こ
と
は
可
能
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

山
武
郡
市
広
域
行
政

組
合
消
防
本
部
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
特
定

の
医
療
機
関
を
指
名
す
る
こ
と
は
原
則
で
き

ま
せ
ん
。
救
急
隊
は
傷
病
者
の
全
身
状
態
を

総
合
的
に
判
断
し
て
、
受
け
入
れ
可
能
な
一

次
、
二
次
、
三
次
医
療
機
関
を
選
定
し
ま
す
。

問 

　

さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
は
二
次
救

急
医
療
機
関
で
あ
り
、
山
武
郡
市
病
院
群
輪

番
制
に
参
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

そ
の
仕
組
み
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

救
急
車
に
よ
り

直
接
搬
送
さ
れ
て
く
る
救
急
患
者
に
対
応
す

る
た
め
、
郡
内
６
病
院
が
夜
間
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
日
を
決
め
て
順
番
に
担
当
す
る
制

度
で
す
。

問 

　

市
民
の
安
心
の
た
め
、
さ
ん
む
医

療
セ
ン
タ
ー
で
24
時
間
救
急
対
応
を
望
む
声

が
あ
り
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

保
健
福
祉
部
長　

人
員
確
保
の
点

な
ど
か
ら
輪
番
制
と
し
て
お
り
、
定
期
的
に

夜
間
の
救
急
は
受
け
て
い
ま
す
が
、
毎
日
の

対
応
は
難
し
い
状
況
で
す
。休
日
当
番
医（
広

報
さ
ん
む
掲
載
）や
東
金
市
に
あ
る
山
武
郡

市
急
病
診
療
所
へ
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

　

安
定
経
営
を
継
続
し
て
い
く
た
め

の
医
師
は
確
保
で
き
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

地
方
独
立
行
政

法
人
さ
ん
む
医
療
セ
ン
タ
ー
中
期
計
画
お
よ

び
年
度
計
画
に
お
い
て
、
医
師
数
42
名
を
目

標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
現
在
、
46
名
の
正

職
員
が
在
籍
し
て
お
り
、
充
足
し
て
い
る
も

の
と
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
偏
在
に
お
け
る
状
況
下
で
中
長
期
的

で
安
定
し
た
医
師
確
保
を
行
う
た
め
、
関
連

病
院
と
の
研
修
医
・
専
攻
医
の
連
携
、
千
葉

大
学
各
医
局
と
の
関
係
維
持
や
強
化
を
含
め
、

今
後
も
安
定
的
な
医
師
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

消
防
団
員
の
負
担
軽
減

消
防
団
員
の
負
担
軽
減

問 

　

山
武
市
消
防
団
の
火
災
等
へ
の
出

動
に
つ
い
て
、
１
年
間
あ
た
り
の
平
均
出
動

回
数
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

市
全
体
の
、
過
去
５

年
間
に
お
け
る
消
防
団
各
部
の
火
災
等
へ
の

平
均
出
動
回
数
は
、
年
間
約
10
回
で
す
。

問 

　

火
災
等
へ
の
出
動
以
外
の
、
消
防

団
員
の
年
間
の
主
な
行
事
等
お
よ
び
そ
の
活

動
日
数
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

市
の
消
防
団
行
事
等

に
よ
る
活
動
日
数
は
、
年
間
12
日
程
度
で
す

が
、
そ
の
ほ
か
に
も
、
消
防
団
各
部
に
よ
る

水
利
点
検
や
操
法
大
会
の
自
主
訓
練
、
地
元

地
区
か
ら
の
要
請
に
よ
る
行
事
等
へ
の
参
加

な
ど
、
活
動
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

団
員
の
皆
さ
ん
は
、
本
業
を
別
に

持
ち
つ
つ
、
少
な
く
と
も
年
間
40
日
以
上
の

消
防
団
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
災
害
が
激
甚
化
・
多
発
化

す
る
中
で
、
消
防
団
は
地
域
の
安
心
安
全
を

守
る
た
め
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
一

方
、
団
員
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
団
員
の

負
担
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
自
治
体
で
は
、
出
初
式
を
表
彰
式
典

の
み
と
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
よ
う
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
各
種
行
事
の
見
直
し
等

に
よ
る
消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
提
案
し
ま

す
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

消
防
団
員
の
皆
さ
ま
に
は
、

火
災
等
へ
の
出
動
だ
け
で
は
な
く
、
行
事
等

へ
の
参
加
、
水
利
の
点
検
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
操
法
大
会
や
形
式
的
行
事
へ
の

参
加
が
消
防
団
員
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
と

い
っ
た
声
が
あ
る
こ
と
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
成
り
手
が
減
少
し
て
い
る
中
で
、

持
続
可
能
な
消
防
団
組
織
の
構
築
の
た
め
に

は
、
消
防
団
員
の
負
担
軽
減
は
必
要
な
こ
と

だ
と
考
え
ま
す
。

　

消
防
団
の
行
事
の
あ
り
方
や
、
火
災
・
災

害
時
に
安
全
か
つ
迅
速
に
活
動
す
る
た
め
の

実
践
的
な
訓
練
の
実
施

な
ど
、
今
後
の
消
防
団

活
動
の
方
向
性
に
つ
い

て
、
消
防
団
本
部
で
検

討
し
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

【市の主な消防団事業】
①訓練
・部長訓練
・チェーンソー訓練
・初任者訓練
・地区ごとの中継訓練
・操法合同訓練
②警戒活動
・年２回の管内警ら
　（火災予防）
・歳末警戒
③行事
・出初式
・操法大会

山武市議会だより第75号　令和7年2月1日 8



個
人
質
問

SAMMU知新SAMMU知新  小小
おお

川川
がわがわ

  一一
かずかず

馬馬
まま

 議員 議員

SAMMU知新SAMMU知新  玉玉
たまたま

置置
おきおき

  美美
みみ

津津
つつ

恵恵
ええ

 議員 議員

地
域
振
興
構
想
に
つ
い
て

地
域
振
興
構
想
に
つ
い
て

問 

　

国
道
１
２
６
号
の
４
車
線
化
に
つ

い
て
今
後
の
計
画
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

東
金
市
と
の
行

政
境
か
ら
約
３
７
５
０
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が

４
車
線
化
の
都
市
計
画
が
決
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
事
業
化
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

問 

　

成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
伴
う
雇

用
の
増
加
に
よ
り
、
芝
山
は
に
わ
道
の
交
通

渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

空
港
周
辺
市
町

の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
や
、
産
業
・
生
活
の

拠
点
の
整
備
に
併
せ
て
必
要
と
な
る
道
路
整

備
に
つ
い
て
、
近
隣
市
町
お
よ
び
千
葉
県
と

意
見
交
換
し
な
が
ら
、
主
要
地
方
道
成
田
・

松
尾
線（
通
称
：
芝
山
は
に
わ
道
）の
さ
ら
な

る
整
備
を
、
県
等
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

飯
岡
一
宮
バ
イ
パ
ス「
木
戸
川
橋

り
ょ
う
」の
進
捗
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

飯
岡
一
宮
バ
イ

パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
と
し
て
、
令
和

６
年
10
月
に
千
葉
県
県
土
整
備
部
長
へ
知
事

宛
て
の
要
望
書
を
手
渡
し
、
早
期
完
成
を
強

く
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題

問 

　

こ
の
問
題
は
、
市
の
ず
さ
ん
な
管

理
体
制
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
多
額
の
予
算

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
お
金
が
か
か

ら
な
い
残
土
の
有
効
活
用
に
特
化
し
て
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

現
在
、
現
場
工
事
事
業
者

お
よ
び
土
砂
搬
入
事
業
者
を
対
象
に
調
査
を

進
め
て
お
り
、
判
定
の
結
果
、
使
用
で
き
る

も
の
で
あ
れ
ば
、
地
元
住
民
の
ご
意
見
を
伺

い
な
が
ら
、有
効
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

日
向
の
森
に
つ
い
て

日
向
の
森
に
つ
い
て

問 

　

民
間
企
業
と
締
結
し
て
い
る
、
日

向
の
森
の
一
部
を
対
象
と
し
た「
森
林
の
保
全

活
動
に
関
す
る
協
定
」の
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

平
成
24
年
10
月

に
ワ
タ
ミ
グ
ル
ー
プ
が
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
10
年
間
の
協
定
を
締
結
し
、
森
林
保
全

活
動（
植
樹
後
の
間
伐
・
枝
打
ち
等
の
保
育

活
動
、
作
業
道
整
備
、
植
樹
祭
の
開
催
、
生

息
調
査
等
）が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

令
和
４
年
４
月
に
は
再
度
協
定
を
締
結
し
、

現
在
も
活
動
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
手
つ
か
ず
の
ま
ま
放
置

さ
れ
て
い
た
森
林
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
市
内
小
中
学
校
の
森
林

環
境
学
習
に
活
用
し
て
お
り
、
環
境
問
題
へ

の
理
解
や
動
機
づ
け
に
役
立
て
て
い
ま
す
。

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題
に

小
松
地
先
市
有
地
残
土
問
題
に

お
け
る
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

お
け
る
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問 

　

調
査
の
進
捗
状
況
お
よ
び
地
質
分

析
結
果
証
明
書
23
枚
に
よ
り
何
立
米
の
調
査

が
実
施
で
き
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

土
砂
発
生
元
事

業
者
13
社
の
う
ち
９
社
か
ら
土
砂
搬
出
に
関

す
る
関
係
資
料
の
提
出
が
あ
り
、
３
社
は
資

料
不
存
在
、
１
社
は
提
出
準
備
中
で
す
。

　

土
砂
運
搬
業
者
へ
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
中

継
地
の
現
場
確
認
を
実
施
し
、
現
在
も
調
査

継
続
中
と
な
り
ま
す
。

　

土
砂
発
生
元
事
業
者
か
ら
提
出
の
あ
っ
た

19
現
場
分
の
資
料
に
よ
り
、
工
事
現
場
か
ら

発
生
し
た
建
設
発
生
土
の
う
ち
、
約
４
５
０

０
立
米
が
搬
入
さ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
調
査
時
点
：
令
和
６
年
11
月
）

問 

　

全
体
土
量
で
あ
る
約
５
万
立
米
と

は
大
き
く
乖か

い

離り

し
て
お
り
、
現
在
も
調
査
確

認
中
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
に
よ
る
調
査
が

困
難
な
ら
ば
、
土
砂
搬
入
業
者
を
市
残
土
条

例
違
反
と
し
て
、
警
察
に
通
報
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

調
査
継
続
中
で

あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
土
砂
発
生
元
の
判
明

は
難
し
い
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

残
土
条
例
に
基
づ
き「
埋
立
て
を
規
制
し

て
い
る
改
良
土
な
の
か
、
安
全
基
準
に
適
合

し
な
い
残
土
な
の
か
」情
報
が
乏
し
い
中
、

土
質
性
状
等
に
よ
り
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

　

千
葉
県
警
察
と
は
、
令
和
６
年
９
月
に
本

市
調
査
状
況
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
実
施
し

て
お
り
、
今
後
、
警
察
が
対
応
す
べ
き
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
際
は
、
改
め
て
協
議
し
て
い

き
ま
す
。

空
き
家
を
増
や
さ
な
い
対
策

空
き
家
を
増
や
さ
な
い
対
策

問 

　

空
き
家
に
な
る
可
能
性
が
高
い
75

歳
以
上
の
単
身
世
帯
数
は
、
２
９
８
９
世
帯

あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
高
齢
者
向
け
に
配

布
さ
れ
る
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
は「
住

ん
で
い
る
家
を
ど
う
し
た
い
の
か
」意
思
を

確
認
で
き
る
項
目
が
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

本
人
の
意
思
を

記
入
す
る
項
目
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
家
じ

ま
い
」を
考
え
て
い
た
だ
く
必
要
性
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
、
日
本
司
法
書
士
会
お
よ
び

全
国
空
き
家
対
策
推
進
協
議
会
が
共
同
で
発

行
し
て
い
る「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
」の
周
知
も
含
め
、
本
人
の
意
思
表
示

の
方
法
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
豪
雨
に
備
え
た
マ
イ
タ

イ
ム
ラ
イ
ン（
防
災
行
動
計
画
）
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個
人
質
問

SAMMU知新SAMMU知新  池池
いけいけ

田田
だだ

  久久
ひさひさ

和和
かずかず

 議員 議員

新政会 新政会 櫻櫻
さくらさくら

田田
だだ

  基基
もともと

介介
すけすけ

 議員 議員

不
登
校
へ
の
対
応

不
登
校
へ
の
対
応

問 

　

不
登
校
の
定
義
は『
登
校
し
な
い
、

あ
る
い
は
し
た
く
て
も
で
き
な
い
状
況
で
、

年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒
の
う
ち

病
気
や
経
済
的
な
理
由
を
除
く
』と
さ
れ
て

い
ま
す
。
文
部
科
学
省
調
査
に
よ
る
と
、
全

国
で
の
不
登
校
児
童
生
徒
は
11
年
連
続
増
加

中
で
、令
和
５
年
度
は
34
万
６
４
８
２
人（
前

年
度
比
４
万
７
４
３
４
人
増
）で
し
た
。

　

ま
た
、
い
じ
め
件
数
は
小
中
高
で
73
万
２

５
６
８
人（
前
年
度
比
５
万
６
２
０
人
増
）と

な
っ
て
お
り
大
変
危
機
的
な
状
況
で
す
。

　

本
市
の
不
登
校
児
童
生
徒
数
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

本
市
で
は
、
令
和
４

年
度
は
小
学
生
20
人
・
中
学
生
77
人
、
令
和

５
年
度
は
小
学
生
32
人
・
中
学
生
79
人
で
す
。

問 

　

不
登
校
の
人
数
と
は
別
に
、
気
が

か
り
な
の
は
、
長
期
に
わ
た
っ
て
欠
席
し
て

い
る
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
で
す
。（
下
表

参
照
）

　

増
え
続
け
る
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て
、

学
校
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

不
登
校
児
童
生
徒
の

う
ち
多
く
は
週
に
数
日
登
校
し
て
お
り
、
学

級
担
任
や
他
の
教
職

員
が
別
室
で
対
応
す

る
な
ど
、
個
々
に
応

じ
て
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

学
校
に
登
校
で
き

な
い
児
童
生
徒
に
は
、

定
期
的
な
家
庭
訪
問

を
行
い
、
学
校
と
の

つ
な
が
り
を
保
つ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

問 
　

多
様
化
す
る
不
登
校
へ
の
課
題
と

対
策
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
長　

不
登
校
問
題
の
難
し
さ

は
、
そ
の
原
因
が
特
定
し
に
く
い
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、
多
様
な
原
因
が

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、「
児
童
生
徒
一

人
一
人
に
寄
り
添
い
、
丁
寧
に
対
応
し
て
い

く
」こ
と
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
子

が
不
登
校
に
至
っ
た
背
景
ま
で
思
い
を
巡
ら

せ
、
保
護
者
の
願
い
も
考
慮
し
な
が
ら
、
個

に
応
じ
た
細
か
な
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
好
事
例
も
報
告
さ
れ

て
お
り
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
た
可
能
性

を
広
く
探
り
な
が
ら
、
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
大
高
善
兵
衛
公
園
の
利

活
用
▼
森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問 

　

本
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交

付
状
況
お
よ
び
更
新
手
続
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

令
和
６
年
10
月
末
日

時
点
で
、
交
付
累
計
は
３
万
９
１
９
３
件（
交

付
率
81
・
03
％
）で
す
。
カ
ー
ド
自
体
は
10
年

（
18
歳
未
満
は
５
年
）、
電
子
証
明
書
は
５
年
を

経
過
す
る
と
更
新
が
必
要
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

有
効
期
限
の
３
か
月
前
を
目
途
に
更
新
手
続

き
の
案
内
を
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
の
更
新
は
市
役
所
窓
口
で
行

い
、
カ
ー
ド
自
体
の
更
新
は
新
規
申
請
と
同

様
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
郵
便
等
で
行
い
ま
す
。

問 

　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答 
　

市
民
部
長　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
有

効
期
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
た
な
い
方
に
発
行
す
る
資
格
確
認
書
は

１
年
の
有
効
期
限
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問 

　

市
役
所
庁
舎
内
に
令
和
６
年
10
月

か
ら
設
置
し
た
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
対
応
行
政

キ
オ
ス
ク
端
末
の
運
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

令
和
６
年
11
月
15
日

時
点
で
合
計
１
７
５
件
の
利
用
が
あ
り
、
特

に
、
住
民
票
と
印
鑑
証
明
書
の
交
付
が
多
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
使
い
方
が
不
明
な
場
合

は
、
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
、
引
き
続

き
利
便
性
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

中
小
企
業
利
子
補
給
事
業

中
小
企
業
利
子
補
給
事
業

問 

　

本
市
中
小
企
業
運
営
資
金
利
子
補

給
制
度
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

中
小
企
業
者
が

運
営
資
金
等
の
調
達
の
た
め
、
借
入
れ
を
し

た
際
の
利
子
の
一
部
を
補
給
す
る
制
度
で
す
。

問 

　

令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま

で
の
利
子
補
給
率
お
よ
び
限
度
額
、
決
定
方

法
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

延
滞
利
子
を
除

い
た
年
利
子
支
払
額
の
30
％
以
内（
限
度
額

30
万
円
）と
し
て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度

か
ら
令
和
４
年
度
は
、
急
激
な
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
補
給
率
50
％

（
限
度
額
30
万
円
）と
し
て
実
施
し
、
コ
ロ
ナ

禍
後
の
令
和
５
年
度
は
、
補
給
率
30
％（
限

度
額
30
万
円
）で
実
施
し
ま
し
た
。

問 

　

令
和
６
年
度
の
利
子
補
給
率
と
限

度
額
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

無
利
子
無
担
保

融
資
の
利
子
補
給
期
間
終
了
に
よ
り
、
有
利

子
返
済
が
開
始
さ
れ
、
中
小
企
業
者
の
金
利

負
担
が
増
加
す
る
中
、
一
層
の
支
援
が
必
要

と
判
断
し
、
補
給
率
を
50
％（
限
度
額
30
万

円
）と
し
て
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

年度 小学校 中学校 合計
令和元年度 41人 57人 98人
令和 2年度 32人 47人 79人
令和 3年度 41人 78人 119人
令和 4年度 53人 99人 152人
令和 5年度 91人 125人 216人

山武市の長期欠席児童生徒数
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個
人
質
問

新政会 新政会 杉杉
すぎすぎ

山山
やまやま

 　 　清清
きよしきよし

 議員 議員

新政会 新政会 渡渡
わたわた

邊邊
なべなべ

　 　 聰聰
さとしさとし

 議員 議員

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能

成
田
空
港
の
更
な
る
機
能

強
化
に
向
け
た
地
域
振
興

強
化
に
向
け
た
地
域
振
興

問 

　

市
は
成
田
空
港
と
密
接
な
連
携
を

行
い
、
積
極
的
な
地
域
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
成
田
空
港
の
目
指
す
姿
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　
「『
新
し
い
成
田

空
港
』構
想
と
り
ま
と
め
２
・
０
」に
よ
る
と
、

①
集
約
型
ワ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
②
新
貨
物
地

区
の
整
備
、
③
最
適
ア
ク
セ
ス
の
実
現
、
④

地
域
と
空
港
と
の
相
互
連
携
に
よ
る
一
体

的
・
持
続
的
な
発
展
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
海
外
空
港
の
事
例
を
踏
ま
え
た
今

後
の
展
開
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
と
し
て
、
人

材
確
保
の
た
め
の
生
活
環
境
・
教
育
環
境
・

就
労
環
境
の
整
備
の
必
要
性
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

問 

　

成
田
空
港
と
地
元
企
業
と
の
結
び

つ
き
に
関
す
る
事
例
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

空
港
会
社
に
よ

る
と
、
周
辺
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
と

し
た
プ
ラ
ス
ナ
リ
タ
ラ
ボ
㈱
を
設
立
し
、
地

域
産
品
を
活
用
し
た
飲
食
事
業
、
物
販
事
業
、

観
光
事
業
の
３
事
業
を
ビ
ジ
ネ
ス
ベ
ー
ス
と

し
て
、
地
元
企
業
と
の
相
互
連
携
を
築
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
と
は
、
出
国
審
査
後
エ
リ
ア
の
店
舗

に
お
い
て
市
内
企
業
と
開
発
し
た
飲
食
メ
ニ

ュ
ー
を
提
供
し
て
い
る
事
例
が
あ
り
ま
す
。

問 

　

更
な
る
機
能
強
化
に
伴
う
雇
用
創

出
を
図
る
た
め
に
も
、
成
田
空
港
方
面
へ
の

道
路
整
備
は
重
要
で
す
。
ア
ク
セ
ス
道
路
と

し
て
期
待
さ
れ
る
市
道
埴
谷
・
板
川
線
の
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

埴
谷
地
先
と
麻

生
新
田
地
先
の
字
境
付
近
の
交
差
点
か
ら
板

川
消
防
機
庫
ま
で
の
約
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

事
業
区
間
と
し
、
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
令
等

墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
令
等

問 

　

土
葬
の
扱
い
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

い
わ
ゆ
る
墓
地

埋
葬
法
で
は
禁
止
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

各
自
治
体
の
条
例
に
よ
り
土
葬
が
規
制
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
条
例

を
制
定
し
て
お
り
、
市

内
で
土
葬
を
目
的
と
し

た
新
た
な
墓
地
の
設
置

や
既
存
墓
地
へ
の
土
葬

は
禁
止
し
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
河
川
敷
の
草
刈
り
や
雑

木
の
対
応
▼
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
た
清
掃
活
動

中
小
企
業
利
子
補
給
事
業

市
内
鉄
道
各
駅
に
か
か
る
整
備

市
内
鉄
道
各
駅
に
か
か
る
整
備

問 

　

日
向
駅
南
口
改
札
の
設
置
は
検
討

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

近
年
は
乗
車
人

員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
側
に
よ
る
新

た
な
改
札
整
備
は
難
し
い
状
況
で
す
。

問 

　

日
向
駅
お
よ
び
松
尾
駅
の
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
う

に
、
屋
根
を
設
置
で
き
な
い
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

こ
れ
ま
で
も
Ｊ

Ｒ
側
に
対
し
要
望
活
動
は
行
っ
て
い
ま
す
。

駅
利
用
者
の
安
全
性
・
利
便
性
の
向
上
を
図

る
た
め
、
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

問 

　

駅
周
辺
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
日

向
駅
付
近
に
あ
る
第
２
東
金
街
道
踏
切
の
拡

幅
が
肝
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 
　

建
設
環
境
部
長　

千
葉
県
山
武
土

木
事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
、
踏

切
拡
幅
の
計
画
は
な
い
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

日
向
幼
稚
園
や
日
向
小
学
校
に
通
じ
る
幹

線
道
路
で
あ
り
ま
す
が
、
車
両
同
士
の
す
れ

違
い
や
歩
行
者
に
支
障
が
出
て
い
る
状
況
で

あ
る
と
、
市
で
も
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
向
停
車
場
極
楽
寺
線
の
拡

幅
要
望
と
併
せ
、
踏
切
拡
幅
を
千
葉
県
へ
継

続
し
て
要
望
し
て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
駅
の
北
側
開
発
の
た
め
の
道

路
お
よ
び
駅
前
広
場
の
整
備
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す
。

答 

　

都
市
整
備
課
長　

事
業
化
を
目
指

し
、
駅
前
広
場
を
含
む
駅
北
側
の
将
来
展
望

を
踏
ま
え
た
整
備
ル
ー
ト
に
変
更
す
る
べ
く
、

関
係
機
関
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
の
た

め
に
、
新
た
に
開
業
す
る
方
へ
の
支
援
等
は

あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

間
接
的
に
は
な

り
ま
す
が
、
市
内
で
の
創
業
を
検
討
中
の
方

や
創
業
間
も
な
い
方
、
後
継
者
の
方
を
対
象

に
開
催
し
て
い
る「
さ
ん
む
ド
リ
ー
ム
創
業

塾
」の
支
援
と
し
て
、
主
催
者
で
あ
る
山
武

市
商
工
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

問 

　

成
東
駅
南
側
周
辺
地
区
の
に
ぎ
わ

い
創
出
を
推
進
す
る
た
め
、
有
志
で
結
成
さ

れ
て
い
る『
成
東
駅
前
あ
じ
ょ
す
っ
会
』の
、

今
後
の
活
動
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

令
和
６
年
度
か

ら
、
さ
ん
む
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

推
進
協
議
会
の
中
の「
駅
前
あ
じ
ょ
す
っ
か

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」と
し
て
、
市
内
Ｊ
Ｒ

３
駅
の
駅
前
に
ぎ
わ
い
創
出
等
を
目
的
と
し

た
活
動
を
予
定
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る

健
康
被
害
の
対
応
▼
感
染
症
予
防
に
対
す
る

市
の
今
後
の
取
り
組
み
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個
人
質
問

新政会 新政会 鈴鈴
すずすず

木木
きき

  健健
けんけん

太太
たた

郎郎
ろうろう

 議員 議員

公明党 公明党 長長
はは

谷谷
せせ

部部
べべ

  竜竜
りゅうりゅう

作作
さくさく

 議員 議員

小
中
学
生
へ
の
交
通
ル
ー
ル

小
中
学
生
へ
の
交
通
ル
ー
ル

の
周
知

の
周
知

問 

　

自
転
車
の「
な
が
ら
運
転
」な
ど
の

厳
罰
化
を
盛
り
込
ん
だ
改
正
道
路
交
通
法
が
、

令
和
６
年
11
月
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に
伴
い
、
利
用
者

の
低
年
齢
化
が
進
ん
で
い
る
中
、
市
内
の
小

中
学
生
に
対
す
る
周
知
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

自
転
車
の
乗
り
方
と

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
と
い
う
身
近
な

こ
と
に
関
わ
る
法
改
正
を
、
小
中
学
生
に
周

知
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

現
在
、
学
校
で
は
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
の

学
級
担
任
に
よ
る
説
明
や
、
学
校
だ
よ
り
で

保
護
者
向
け
に
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
の
対
応

を
行
っ
て
い
ま
す
。
教
育
委
員
会
か
ら
も
各

家
庭
へ
啓
発
資
料
を
送
付
し
、
家
庭
で
の
指

導
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問 

　

主
体
的
に
周
知
す
る
役
目
を
果
た

す
の
は
誰
に
な
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　

学
校
で
は
担
任
が
学

級
活
動
の
時
間
に
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
指

導
す
る
ほ
か
、
安
全
教
育
担
当
者
が
中
心
と

な
っ
て
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
自
転

車
交
通
安
全
教
室
を
開
催
す
る
な
ど
、
教
育

活
動
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問 

　

今
回
の
道
路
交
通
法
の
改
正
を
受

け
て
、
小
学
校
低
学
年
の
う
ち
か
ら「
自
転

車
は
車
両
で
あ
り
、
道
路
交
通
法
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
教
育
が
大
切
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
学
校
に
お
け

る
安
全
教
育
の
指
導
方
法
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
部
長　
「
な
が
ら
運
転
」を
含

め
た
自
転
車
の
危
険
運
転
は
、
運
転
者
自
身

だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
他
の
車
両
に
も
大

き
な
危
険
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
小
学
生

の
う
ち
か
ら「
自
転
車
は
車
両
で
あ
る
と
い

う
認
識
」を
持
つ
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
歩
行
者
の
視
点
で
の
指
導
が
中

心
と
な
っ
て
い
た
交
通
安
全
指
導
に
加
え
、

自
転
車
側
の
視
点
に
立
っ
た
交
通
ル
ー
ル
に

つ
い
て
も
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】▼
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
等
の
運
営
管
理
状
況
と
行
政
の
携

わ
り
方
▼
第
３
次
総
合
計
画
の
各
計
画
の
進

捗
状
況
▼
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
の

利
活
用
状
況

山
武
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

山
武
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

問 

　

さ
ん
ぶ
の
森
元
気
館
の
令
和
５
年

度
の
延
べ
利
用
者
数
は
約
15
万
人
と
、
非
常

に
優
れ
た
交
流
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
は
、
施
設
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る

取
り
組
み
や
物
価
高
騰
に
対
応
す
る
た
め
の

利
用
料
金
の
見
直
し
、
働
く
世
代
を
対
象
と

し
た
夜
間
料
金
の
導
入
な
ど
、
多
様
な
料
金

体
系
の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
市
の

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　

利
用
料
金
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
、
物
価
の
高
騰
や
人
件
費

の
上
昇
も
あ
り
、
理
解
を
得
や
す
い
時
期
か

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
慎
重
に
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
利
用
者
を
増
や
す
た
め
の
具

体
策
に
つ
い
て
も
、
今
後
協
議
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
市
内
の
小
学
校
２
校
が
プ
ー

ル
授
業
を
実
施
し
て
お
り
、
大
変
好
評
を
得

て
い
ま
す
。
季
節
や
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い

屋
内
プ
ー
ル
の
利
点
を
最
大
限
に
活
用
し
、

他
の
学
校
へ
も
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

問 

　

山
武
地
域
へ
の
、
こ
ど
も
園
設
置

が
検
討
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
子
育
て

世
代
へ
の
訴
求
力
を
高
め
る
に
は
、
さ
ん
ぶ

の
森
公
園
、
ま
た
は
、
さ
ん
ぶ
の
森
交
流
セ

ン
タ
ー
あ
ら
ら
ぎ
館
の
敷
地
内
に
設
置
す
る

こ
と
を
提
案
し
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

保
健
福
祉
部
長　
「
公
立
幼
稚
園・

私
立
保
育
園
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」に
て
、

山
武
地
域
の
３
つ
の
園
を
こ
れ
ま
で
ど
お
り

継
続
し
て
運
営
す
る
の
か
、
ま
た
は
、
統
合

に
よ
り
、
こ
ど
も
園
と
す
る
の
か
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て

い
た
だ
く
予
定
で
す
。

問 

　

少
子
化
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て

い
る
小
学
校
に
つ
い
て
、
現
在
の
３
校
を
統

合
し
、
山
武
中
学
校
の
敷
地
内
に
新
た
な
小

中
一
貫
校
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
教
育
環
境

の
さ
ら
な
る
向
上
と
充
実
を
図
り
、
教
育
に

関
心
の
高
い
子
育
て
世
代
へ
の
訴
求
力
を
高

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

教
育
長　

小
中
一
貫
校
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
の
よ

り
良
い
教
育
環
境
を
第
一
に
考
え
、
小
中
一

貫
校
の
ほ
か
、
義
務
教
育
学
校
、
学
校
統
合
、

本
校
と
分
校
、
小
規
模
特
認
校
、
ま
た
、
小

中
の
連
携
や
小
学
校
間
の
連
携
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
選
択
肢
に
つ
い
て
、
学
校
関
係
者
や

保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
協
議
を
重
ね
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
す
。
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個
人
質
問

公明党 公明党 深深
ふかふか

沢沢
ざわざわ

　 　 誠誠
まことまこと

 議員 議員

公明党 公明党 市市
いちいち

川川
かわかわ

  陽陽
ようよう

子子
ここ

 議員 議員

有
機
農
業
推
進
対
策

有
機
農
業
推
進
対
策

問 

　

有
機
農
業
推
進
に
対
す
る
市
の
方

針
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

国
の「
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
」に
基
づ
き
、
本
市
で
も
有
機

農
業
を
農
業
推
進
の
重
要
な
方
向
性
の
一
つ

と
捉
え
、
農
協
や
関
係
団
体
と
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

必
要
に
応
じ
て「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
」な
ど
新
た
な
施
策
も
検
討
し
ま
す
。

問 

　

有
機
農
業
を
行
う
う
え
で
有
機
物

の
運
搬
や
散
布
な
ど
多
く
の
労
力
等
を
要
す

る
た
め
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
支
援
を
検
討
す

べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

令
和
５
年
度
に

は
、
国
の
事
業
を
活
用
し
て
畜
産
農
家
へ
の

堆
肥
散
布
補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
６

年
度
は
、
有
機
農
業
の
土
づ

く
り
に
関
す
る
講
演
会
を
企

画
し
、
有
機
農
業
推
進
や
農

業
者
同
士
の
つ
な
が
り
促
進

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
促
進
対
策

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
利
用
促
進
対
策

問 

　

薪
ス
ト
ー
ブ
や
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
の
煙
や
臭
い
に
よ
る
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
防

止
策
と
し
て
、
設
置
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や

具
体
的
な
審
査
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

産
業
振
興
部
長　

近
隣
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
た
め
、
環
境
省
の「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

ス
ト
ー
ブ
環
境
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
新
規
補
助

金
申
請
者
に
配
布
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
注
意
事
項
を
掲
載
し
て
、周
知
を
進
め
ま
す
。

公
共
交
通
活
性
化
対
策

公
共
交
通
活
性
化
対
策

問 
　

山
武
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
お

け
る
基
幹
バ
ス
の
鉄
道
ダ
イ
ヤ
へ
の
接
続
性

向
上
へ
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
合
政
策
部
長　

基
幹
バ
ス
の
増

便
に
は
財
政
負
担
が
伴
う
た
め
、
現
状
の
ダ

イ
ヤ
を
維
持
し
つ
つ
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
活

用
に
よ
り
対
応
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
Ｊ

Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
や
市
民
の
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
化
対
策

地
域
活
性
化
対
策

問 

　

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
支
援
の

課
題
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

地
域
の
担
い
手
不
足

は
共
通
の
課
題
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
連
携
し
、
人
材
育
成
等
に
つ

い
て
の
意
見
交
換
や
活
動
を
通
じ
、
共
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策

防
災
・
減
災
対
策

問 

　

大
雨
の
際
に
、
冠
水
の
恐
れ
の
あ

る
地
域
に
は
、
通
勤
者
を
は
じ
め
と
し
た
日

常
的
に
道
路
を
使
用
さ
れ
る
方
、
ま
た
、
観

光
な
ど
で
初
め
て
地
域
を
訪
れ
る
方
等
に
向

け
、
平
常
時
か
ら
注
意
喚
起
の
看
板
を
掲
げ

て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

答 

　

総
務
部
長　

対
象
者
へ
事
前
に
迂

回
路
の
選
定
等
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
る
ほ

か
、
消
防
団
や
地
域
住
民
に
よ
る
迂
回
路
へ

の
誘
導
が
開
始
さ
れ
る
前
に
、
冠
水
に
対
す

る
注
意
喚
起
が
行
え
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
、
関
係
機
関
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

問 

　

マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
医
療
Ｄ
Ｘ

（
医
療
サ
ー
ビ
ス
）の
将
来
を
見
据
え
る
と
、

未
登
録
者
に
対
す
る
保
有
機
会
の
提
供
は
大

変
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
顔
認
証
機
能
が
、
医
療
機
関
や
薬
局

窓
口
に
お
い
て
利
用
で
き
る
こ
と
で
、
暗
証

番
号
の
設
定
や
管
理
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

今
後
、
普
及
促
進
に
向
け
た
一
層
の
周
知

が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
民
部
長　

新
し
い
制
度
の
た
め
、

市
民
へ
浸
透
す
る
ま
で
に
多
少
時
間
は
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
窓
口
や
電
話
対
応
等

で
丁
寧
な
説
明
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

が
ん
対
策

が
ん
対
策

問 

　

千
葉
県
が
行
う「
が
ん
患
者
ア
ピ

ア
ラ
ン
ス
支
援
事
業
」と
は
、
が
ん
患
者
が

治
療
に
よ
り
変
化
し
た
外
見
を
補
完
す
る
た

め
に
使
用
す
る
、
医
療
用
補
整
具
等
の
購
入

費
助
成
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
が
ん
患
者
が
負
う
心
理
的
お
よ

び
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
患
者
の
社
会
参

画
や「
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
、
Ｑ

Ｏ
Ｌ
、
つ
ま
り
生
活
の
質
」の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
市
に
お

け
る
今
後
の
対
応
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

市
長　

こ
の
助
成
制
度
は
、
が
ん

治
療
等
に
よ
り
容
姿
が
変
化
し
た
患
者
の
生

活
の
質
を
向
上
さ
せ
る
う
え
で
は
、
非
常
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

特
に
、
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
の
費
用
は
高
額

で
あ
り
、
経
済
的
な
負
担

が
大
き
い
と
聞
い
て
い
ま

す
の
で
、
他
自
治
体
を
参

考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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個
人
質
問

請願・陳情って
なんだろう？

日本共産党 日本共産党 並並
なみなみ

木木
きき

  幹幹
みきみき

男男
おお

 議員 議員

環
境
問
題
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

問 

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
市
と
し
て
取

り
組
む
温
室
効
果
ガ
ス
C
O
２
の
排
出
削
減

の
た
め
の
目
標
値
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

現
在
策
定
中
の

山
武
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
区
域

施
策
編
）で
は
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
２

０
１
３
年
度
比
で
約
42
％
削
減
、
２
０
５
０

年
度
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

問 

　

こ
の
計
画
案
で
の
、
C
O
２
排
出

削
減
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　
「
緩
和
策
」と
し

て
、
①
市
民
・
事
業
者
の
意
識
醸
成
・
啓
発
、

②
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
と
省
エ
ネ
対
策

の
推
進
、
③
森
林
吸
収
源
の
保
全
と
活
用
を

重
点
優
先
施
策
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
適
応
策
」と
し
て
、
気
候
変
動
に
よ
る
影

響
が
予
想
さ
れ
る
農
林
水
産
業
・
外
来
生

物
・
熱
中
症
対
策
等
に
関
す
る
情
報
提
供
や

防
災
対
策
を
踏
ま
え
た
森
林
整
備
を
進
め
て

い
く
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

問 

　

C
O
２
排
出
量
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
行
政
が
稼
働
さ
せ
る
廃
棄
物
処
理
施
設

か
ら
の
排
出
量
を
き
ち
ん
と
把
握
し
、
そ
の

数
値
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
C
O
２
削

減
に
向
け
た
ご
み
行
政
を
実
施
す
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

現
在
進
め
て
い
る
山
武
郡
市
環
境
衛
生
組

合
の
新
ご
み
処
理
施
設
の
概
要
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

令
和
６
年
６
月

策
定
の
基
本
設
計
で
は
、
①
災
害
時
の
一
時

避
難
場
所
と
し
て
周
辺
区
域
の
支
援
が
可
能

な
施
設
、
②
構
成
市
町
お
よ
び
周
辺
環
境
の

保
全
な
ら
び
に
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
る
施

設
、
③
循
環
型
社
会
形
成
を
促
進
す
る
施
設

を
基
本
方
針
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
焼
却
に
よ
り
発
生
す
る
熱
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
有
効
活
用
や
余
剰
電
力
の
売
電
な
ど
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
の
促
進
も
図
る
こ
と
と
し
、

令
和
12
年
４
月
頃
の
稼
働
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問 

　

令
和
５
年
開
催
の
Ｇ
７
広
島
サ
ミ

ッ
ト
を
受
け
、
国
は
さ
ら
な
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
規
制
強
化
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
が
、

新
ご
み
処
理
施
設
の
計
画
見
直
し
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

答 

　

建
設
環
境
部
長　

山
武
郡
市
環
境

衛
生
組
合
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
新
方
式
へ

計
画
変
更
す
る
と
、
平
成
30
年
度
か
ら
進
め

て
き
た
現
計
画
が
白
紙
と
な
り
、
新
計
画
を

策
定
し
直
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
段

階
で
見
直
す
こ
と
は
難
し
い
と
聞
い
て
い
ま

す
。

請願・陳情の書式例

請願・陳情の手続きについて

提出した請願や陳情はどうなるの？

請願・陳情ともに、議会運営委員会の判断のもと、審査が必要な
ものは常任委員会等で慎重に審査し、本会議で採否を決めます。

どうやって書けばいいの？

右記の書式例を参考に作成してください。
その他手続方法等の詳細は、市議会ホームページをご確認ください。

どこに、いつまでに提出すればいいの？

市役所３階の議会事務局で随時受付しています。
山武市議会では、定例会開会日の概ね１週間前に行われる議会運
営委員会の前々日の正午までに受理したものは、その定例会で審
査します。それ以降に受理したものは、次回以降の定例会で審査
することになります。

請願・陳情とは……
国または地方公共団体に対して、さまざまな事項に関し要望する方法の一つです。
請願は、憲法で保障された国民の権利の一つであり、議員の紹介を必要とするな
ど一定の要件がありますが、陳情はこれを必要としません。
なお、請願・陳情が採択されても、その実現について法的拘束力はありませんが、
市議会は最善の努力をすべき政治的・道義的責任を負うことになります。

 
  

( )  
 

 
 

( )  
  
 

( ) 
 

 
 

 
 

( )  

( )  
 

 
 
 

Q

A

A

A

Q

Q

Q A＆＆
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■新規採用職員研修＆議場見学

令和6年12月13日、令和6年度入庁の職員を対象
とした研修会（講師：各部局長、研修テーマ：各業
務内容等）が開催され、議会事務局長からは市議会
の仕組みや議会事務の内容等について説明を行いま
した。
また、電子採決など議場の雰囲気を体験していただ
きました。

■経済建設常任委員会 行政視察

令和6年10月22日・23日に、委員6名参加のもと、
視察研修を行いました。
【研修地および研修テーマ】
・山梨県甲斐市
　「脱炭素先行地域における取組について」
・山梨県北杜市
　「有機農業の推進について」

■議会だより編集委員会

令和7年1月15日に、編集委員による編集作業を行い
ました。
市民に読みやすく、わかりやすい紙面となるよう、
印刷製本委託業者も交え、助言をいただきながら、
議会だより発行の都度、会議を開催しています。

■令和７年度当初予算事前協議

令和6年12月17日から19日の3日間にわたり、新
年度当初予算（案）について、常任委員会ごとに執
行部から主な事業・新規事業・拡充事業を中心に説
明を受け、各委員から質疑を行いました。
また、予算を編成するうえでの要望も併せて行い、
執行部において検討いただくこととなりました。

活動レポート活動レポート山 武 市 議 会
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最
近『
生
成
Ａ
Ｉ
』と
い
う
言
葉

を
耳
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

従
来
の
Ａ
Ｉ
は
、
既
存
の
情
報

を
識
別
・
分
析
す
る
の
に
対
し
、

『
生
成
』と
名
の
付
く
と
お
り
、
全

く
新
し
い
も
の
を
自
動
的
に
作
り

出
す
こ
と
の
で
き
る
人
工
知
能
技

術
で
す
。
文
章
作
成
、
画
像
生
成
、

音
楽
制
作
な
ど
を
簡
単
な
指
示
や

条
件
を
与
え
る
だ
け
で
、
膨
大
な

デ
ー
タ
を
学
習
し
、
新
し
い
回
答

や
作
品
を
生
成
し
て
く
れ
ま
す
。

　

便
利
だ
と
思
い
ま
す
が
、
映
画

『
タ
ー
ミ
ネ
ー
タ
ー
』の
よ
う
に
Ａ

Ｉ
に
支
配
さ
れ
な
い
か
不
安
な
私

で
す
…
。議

会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委
員
長　

玉
置
美
津
恵

副
委
員
長　

鈴
木
健
太
郎

委　
　

員　

市
川　

陽
子

渡
邊　
　

聰

渡
邉　

健
一

池
田　

久
和

※
次
回
は
、
５
月
発
行
予
定
で
す
。

２
／
19
㈬　

開
会

　
　
　
　
　

議
案
の
上
程

　
　
　
　
　

提
案
理
由
の
説
明

２
／
26
㈬　

一
般
質
問

２
／
27
㈭　

一
般
質
問

２
／
28
㈮　

一
般
質
問

　
　
　
　
　

議
案
質
疑

　
　
　
　
　

委
員
会
付
託

３
／
３
㈪　

総
務
常
任
委
員
会

３
／
４
㈫　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

３
／
５
㈬　

経
済
建
設
常
任
委
員
会

３
／
11
㈫　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

３
／
12
㈬　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

３
／
18
㈫　

委
員
長
報
告

　
　
　
　
　

質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　

閉
会

※ 

こ
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
、
今
後
変
更
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

編
集
後
記

I

令
和
７
年

第
１
回
定
例
会

視認性のよい55イン
チ液晶モニターを、議
場内の議員席側・執行
部席側に１台ずつ設置

議員席・執行部席とも
に1人1台のマイクを
設置
アームの部分が長く、
起立による発言音声の
明瞭性を確保

マイク

モニター

電子採決システム タッチパネル
モニター

マイク付属のボタンにより、
賛成・反対の表決が可能
採決結果は自動集計のう
え、即時に議場内のモニ
ターに表示
併せて、インターネット
配信される映像にも表示

テロップの表示やカ
メラのコントロール、
映像の切り替え、録
音録画など、さまざ
まな操作を連動して
行えるように

　議場音響設備の老朽化により、不具合が続いていた音声マイクなどを一新し、併せて、議案等の採
決における議員ごとの賛否が明確になるよう、電子採決システムを導入するなど、令和６年第４回定
例会から新たな機器での運用がスタートしました。
　新しくなった議場で、議会を傍聴してみませんか？

山武市議会に
是非お越し
くださいがリニューアル！議場内設備
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